

















































という宋商人が通事を務めた。成尋は結局入宋巡礼 許可を得ないまま、密航という形で渡宋したの 当初天台山参詣後に日本に戻るという名目で宋 国内移動許可を得て天台山行きを実現し そ 後五臺山参詣 希 表明したところ、 宋皇帝から上京 ・ 面見の指示を得て、 以降は皇帝 使臣と もに円滑に旅程を進めることができた である。但し、
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008 〕 ） 。
林皐は字を林廿郎といい、 「但馬唐人林養子也」と説明されている。この他に、施十郎という者も日本語を話すことができたようで、杭州到着後も陳詠が本格的に通事を務めるようになるまでの間、通事的役割を果してくれた（巻一煕寧五年四月二十二日〔









037 〕 ） 、それだけ成尋には役立った人物と映じたのであろう。
ａ―
1『扶桑略記』康平三年（一〇六〇）七月条




































































































































































































































































































































































立は前稿でも触れた『小右記』万寿三年（一〇二六）六月二十六日条などの周良史が関白藤原頼通に行った例を嚆矢としており（この時は返却） 、摂関クラスに対するもの 著名であるが（ 『宇槐記抄』仁平元年〔一一五一〕九月二十四日条左大臣・内覧の藤原頼長） 、ここでは為房クラスの官人も宋人とのつながりを形成しようとした点に注目したい（あるいはその先には院 存在 想定されていたのかもし な ） 。　


































































































































































































































































問に参集したとあり、宋人が府官長とつながりを有していたことが知られる。この点は大宰府の役割 また前稿でも見た藤原道長 家司受領としての府官長の活動 どからは当然のこと も言えるが、宋人は府官長とだけ関係し のであろうか。唐房に滞留する宋人の大宰 周辺での 向をさ に検討してみたい。ｉ『今昔物語集』巻二十六第十六話「鎮西貞重従者、於淀買得玉語」　　　　　
（ 『宇治拾遺物語』下―一八〇〔巻十四ノ六〕 「珠ノ価、無量事」も参照）
今昔、 鎮西ノ筑前ノ国、
 ノ貞重ト云、 勢徳ノ者有ケリ。 字ヲバ京大夫トゾ云ケル。 近来有ル筥崎ノ大夫則重ガ祖父也。
其貞重ガ
ノ輔ノ任畢テ上ケルニ、送リテ京上ストテ、宇治殿ニ参ラセム料、亦、私ニ知タル人ニモ志サント、唐
人ノ物ヲ六七千疋許借テケリ。其質ニ、貞重、吉キ大刀十腰ヲゾ置タリケル。 （中略・舎人男 淀で玉を買う）貞重、船ヨリ下ルママニ 物借タリシ唐人ノ許 行テ 質ハ少クシテ物 多ク借シタリシ喜ビ
（中略・舎人男所
持の玉をめぐる下衆唐人とのやりとり）貞重ガ郎等取リ伝ヘテ、取セタレバ 船頭、玉ヲ受取テ、打振テ見マゝニ立走テ、内ヘ入ヌ。貞重、何シニ入ニカ有ント思フ程ニ、彼 ニ置タリシ大刀ヲ掻抱テ出来テ 十腰乍ラ 貞重ニ返シ取セテ、 「玉ノ直高シ、 短也」ト云事モ不云、 何ニモ云事無シテ止ニケリ。 モ□ ゾ有ケル。水干一領ニ買タリケル玉ヲ、十疋ニ売ンダニ高シト思ケルニ、若干ノ物ニ補シテ止 キ。現ニ奇異 事也カシ。 （下略）　
















































































































































































































































































































































































































































































































年》 →承保四 七七 劉琨Ⅱ滞在 （ｋ―
1） 〔→帰国時？〕 ― 《？年》 →永保元年 （一〇八一） 劉琨Ⅲ来着 〔→
















































































































































































































































































































































































































































５～８の推移をふまえた評言であろう。孫吉Ⅱ・孫吉Ⅲの来着時 大宰府の責任者は大弐藤原経平（承保二～承暦三年在任）で、彼は小野宮流の実資の兄懐平の孫に たる（父 経通） 。 暦四 正 に権中納言 資仲が権帥 なっており（応徳元年四月辞任） 、彼も小野宮流・実資の養子資平（懐平の子）の子であったが、この交替により経平在任中の事績が問題になったものと目され、ｌ―５では明州牒①の内容や孫吉Ⅱの帰国時に経平が私的 宋に物品を送付したことなどが審議事項になっている。　
即ち、ｌ―５によると、明州牒には「廻賜」の文字があったこと、 「太宰令経平」に給付する形になっていたことが
問題になっており、また日本側 答信物の領否が明記され なかっ 点も不審とされている。ｌ―１では「 宋国返信符」に請印したとあるので、これは太政官牒を送付したということなのか、とする 、ｌ―２に明記され、今回も大宰府宛の文書が届い いるように 大宰府で大宰府牒を差 替えて送付したということな であろうか るいはｌ―
二七
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政・黄逢は追却され、再度の来航を行ったものと目され、その際に携行したのがｌ―８の明州牒③（元豊四年牒）で、これは王端＝黄政に付託されたものであったことがわかる。その内容は②と同様 ものと考えられ、ここではｋ―２に看取さ るような劉琨の問題もあったが、 答信物 ・ 返牒の送付の審議が進み、 大江匡房起草の返牒が付託され（ 『百錬抄』永保二年十一月二十一日条） 、孫吉Ⅲは漸くにして帰国 途に就いたも と思われる。　
以上、詳細な史料が残る本件について、要枢の史料のみを掲げて、商客の来航と宋側の明州牒の携行の意味合い、日

































































































































































黄」 ＝硫黄が貴賀島の産品で、 『延慶本平家物語』 第一末 「廿八成経康頼俊寛等油黄嶋被
レ流事」 には 「それども少将の舅、















































































































































































そこで、ｍ―２であるが、ｍ―１によると、五人の綱首は同じ使命で来航した筈であるのに、ｍ―２では王端 ・ 柳忩 ・



















































































ちなみに、 『高麗史』によると、文宗二十七年（一〇七三＝延久五）七月丙午条「東南海都部署奏、 本国人王則貞 ・
松永年等四十二人来、 請
レ進












































































































































































白河上皇による院政が本格化するのは子堀河天皇が崩じ、 孫鳥羽天皇が即位する嘉承二年 （一一〇七） 頃からであり、





































ないという形での処理がなされたようであり、ｏ ・ ｑとｐとが異なる対応になった要因 浮かび上がってくる。ｐ―２ ・５では今回到来の明州牒が従前の書式と異なる点を指摘し、返牒を作成しないという結論になったと述べるが、ｐ―４が国書到来を窺わせ、元永勘文でも従前の中国側の国書の書式が勘申されているこ に留意すると、国書への返信を行わない、つまり正式な通交を回避するという措置が講じられたもの 解することができよう。その意味では、これは遣唐使事業終了以降、摂関家が外交権を掌握・行使する中でと てきた外交 針を踏襲する判断であったことになる。ただ、その決定に至る過程で、院―天皇の意向による諸道勘申が行われたこ は重要であり、ここに天皇大権としての外交権の行 が看取され ところである。　
ｑ―２は後白河法皇・平清盛の通交を非難する九条兼実が先例を書き留めたものであるが、ｐ―２ ・５の如き、こう



































































































が左大臣で内覧の藤原頼長（氏長者でもあった）に名簿を捧呈しようとする出来事があり（ 『宇槐記抄』仁平元年九月二十四日条、 『古今著聞集』巻四） 、これは先例に従って処理されているが、摂関家の唐物獲得の熱意やその回路維持も看取される。このように見てくると、当該期には文書到来への対応の如き事案がなかったため、外交権 行使云々 あり方は不詳であるが 大宰府をめぐ 交易や商客とのつながりに関しては、なお様々 勢力が活動する様態を窺うことができる。こうした状況は保元・平治の乱を経て、後白河法皇や平清盛の専制体制が確立する段階までは大きな変化はなかったと思われる。 「はじめに」 で述べたように 平安末期から鎌倉時代への展望を示 ことも本稿の課題であったが、両時期にま が 栄西や重源の渡海ともども、院政期の政治権力や国家体制、平氏政権や鎌倉幕府など武 政権 構造等の理解が不充分であるので、私なりの時代像探究を俟って、後考を期することにしたい。
むすび
　




































































































































通の西海庄（島津庄） 、ｔ―４の仁和寺領肥前国杵嶋庄、ｔ―５の博多津到来の商客からの忠実への献上と、摂関家や大寺院が唐物 （ｔ―５との関連は不明であるが、 『台記』 久安四年四月十八日条に 「禅閤給
二宋国当時天子手跡
一」 とあり、



























































































































校點『新校参天台五臺山記』 （上海古籍出版社、二〇〇九年） 、また白化文 ・ 李鼎霞校點『参天台五臺山記』 花山文藝出版社、二〇〇八年）などは現存記事によって
（（（ までの番号を付して














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































神崎荘と日宋貿易」 （ 『古代中世史料学研究』 下巻、 吉川弘文館、一九九八年） 、小川弘和「摂関家領島津荘と〈辺境〉 」 （ 『熊本学園大学論集総合科学』 一三の二、 二〇〇七年） 、 柳原敏昭ａ 「中世前期南九州の港と宋人居留地に関する一試論」 （ 『日本史研究』 四四八、 一九九九年） 、 ｂ 唐坊と唐人町」 （ 『日本の対外関係』吉川弘文館、 二〇 〇 渡邊註（３）ｂ論文など。また 古代文化』五五の二 ・三（二〇〇三年）の万之瀬川下流域の特集も参照。なお、服部氏が指摘するように、 『公卿補任』仁安二年（一一六七）条尻付によると、平清盛は太政大臣辞任に際して、肥前国杵嶋郡などに大功田を得ており、この方面を重視していたことが窺われる。ちなみに、柳原氏はａ論文で博多以外の唐房の成立時期は十二 紀後半以降に成立すると見て、時期差も考慮すべき旨を示されている。このあた の議論では十二世紀中葉までの様相と後半以降のあり方を区別して考える必要が窺われ、その意味でも当該期 動向全体 視野に入れて考究を進めることが求められるところで る。
